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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 5,939 △4.3 △407 ― △442 ― △2,487 ―

22年3月期第2四半期 6,205 △0.4 △354 ― △384 ― △288 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △370.75 ―

22年3月期第2四半期 △43.01 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 25,869 11,261 43.5 1,678.37
22年3月期 25,323 13,829 54.6 2,061.13

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  11,261百万円 22年3月期  13,829百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 12.00 12.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,290 △2.4 575 1.5 500 0.4 △2,025 ― △301.79



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信【添付資料】P．３「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 6,710,000株 22年3月期  6,710,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  140株 22年3月期  100株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 6,709,884株 22年3月期2Q 6,709,900株
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当第２四半期におけるわが国経済は、政府の経済対策、景気刺激策等によって一定の回復基調にはあ

りますが、依然として輸出依存経済は変わっておらず、内需の拡大、雇用情勢の回復には至っておりま

せん。 

 学習塾・予備校業界におきましても、不況により家計が悪化し、学習塾・予備校離れが顕在化してお

ります。受験学年でない小学校、中学校、高校における低学年の入学時期が遅れる、通塾回数・講座取

得数が絞られるといった現象が見られるなど市場規模は急速に縮小しております。また、「子ども手

当」による効果もほとんど見られません。 

 こうした経営環境におきまして、当社グループは教育サービスのクオリティをより一層高めていくこ

とに加えて新しい教育サービス、生徒募集方法の開発に注力してまいりました。また、地域、各学年そ

れぞれのニーズに応えるサービスを企画し、募集活動を行ってまいりました。 

 売上におきましては、期首以降小中学部・高校部ともに生徒数は順調に推移してまいりましたが、市

場環境の冷え込みに抗し切れず、夏期講習を経て９月に入学する生徒数が計画を下回るところとなりま

した。 

 営業費用におきましては、地代家賃などの売上原価の削減、費用対効果を考えた広告宣伝活動を行う

など、経費の削減も進めてまいりました。 

 また、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計第18号 平成20年3月31日)及び「資産除去債務

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日)の適用に伴なう特別

損失、固定資産の減損損失、転換社債の売却債権に対する引当金の積み増しによる貸倒引当金繰入額を

計上しております。 

 この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は5,939百万円(前年同四半期は6,205

百万円)、営業損失は407百万円(前年同四半期は営業損失354百万円)、経常損失は442百万円(前年同四

半期は経常損失384百万円)、四半期純損失は2,487百万円(前年同四半期は四半期純損失288百万円)とな

りました。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

(小中学部)   

 小中学部におきましては、本科講座の新しい教育サービス・生徒募集方法の開発を行ってまいりまし

た。また、地域・学年それぞれのマーケットに細かく対応した企画立案のためのプロジェクトも立ち上

げ、年間予算達成を大きく左右する夏期一般生募集も成功させることが出来ました。しかしながら、夏

期一般生の９月入学数が計画を下回るところとなってしまいました。 

 この結果、小中学部の売上高は4,469百万円、セグメント利益は338百万円となりました。 

(高校部) 

 高校部におきましては、本科生の本科受講単価、夏期受講単価は現状維持、または上昇しているのに

対して、「大学全入時代」の影響を受け、一般生における学力中間層の夏期受講者数が大きく減少して

います。その結果として、夏期講習での売上減、９月入学数が計画を下回るところなりました。 

 この結果、高校部の売上高は1,314百万円、セグメント損失は178百万円となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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(その他の教育事業) 

 個別指導部門におきましては、順調に生徒数が推移しております。また、夏期一般生募集、９月入学

数も計画を上回りました。新規に開校した校舎の生徒募集も成功しております。 

 ＢＢＳ部門におきましては、経営ノウハウを蓄積しております。岐阜のＢＢＳ直営校も順調に生徒数

が推移しております。 

 この結果、その他の教育事業の売上高は155百万円、セグメント損失は152百万円となりました。 

  

(資産) 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて398百万円増加し、2,791百万円となりました。これは主とし

て、9月入学による生徒数の増加に伴ない授業料等の入金が増えたことにより、現金及び預金が260百万

円増加したためであります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて147百万円増加し、23,078百万円となりました。これは主と

して、校舎の新設及び「資産除去債務に関する会計基準」等の適用により有形固定資産が155百万円増

加したためであります。 

 この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて545百万円増加し、25,869百万円となりました。 

(負債) 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて422百万円増加し、8,224百万円となりました。これは主とし

て、生徒数の増加により翌月分以降の授業料等前受金が670百万円増加したためであります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて2,691百万円増加し、6,382百万円となりました。これは主と

して、「資産除去債務に関する会計基準」等の適用により、資産除去債務が645百万円発生したこと、

当第２四半期連結累計期間において減損損失が発生したことによりリース資産減損勘定1,775百万円を

計上したためであります。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて3,114百万円増加し、14,607百万円となりまし

た。 

(純資産) 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2,568百万円減少し、11,261百万円となりました。 

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の54.6％から43.5％となりました。 

  

当業界は市場規模が一層縮小し、厳しい経営環境が継続しております。かつてない規模での業界再編

成、大淘汰の時代が予想されるところとなっています。こうした状況下、当社におきましては、校舎の

新設を既存エリアの２校舎に抑制しております。そして、展開しているそれぞれのマーケット単位に適

した、新しい教育サービス及び新しい販売方法の確立に努めております。 

 連結業績予想につきましては、平成22年11月２日に公表いたしました連結業績予想の変更はありませ

ん。  
  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年

３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年

３月31日)を適用しております。 

 これにより営業損失及び経常損失は20百万円、税金等調整前四半期純損失は345百万円それぞれ増加

しております。また、当会計基準の適用開始による資産除去債務の変動額は624百万円です。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,257,736 997,184 

受取手形及び売掛金 337,044 291,458 

商品 155,386 176,889 

貯蔵品 26,863 29,683 

繰延税金資産 293,389 172,654 

その他 723,955 727,390 

貸倒引当金 △2,935 △2,496 

流動資産合計 2,791,439 2,392,764 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,234,821 7,976,493 

土地 5,399,929 5,399,929 

その他（純額） 901,784 1,004,618 

有形固定資産合計 14,536,534 14,381,040 

無形固定資産   

のれん 68,758 85,260 

その他 191,592 213,441 

無形固定資産合計 260,350 298,701 

投資その他の資産   

繰延税金資産 507,688 237,744 

敷金及び保証金 6,869,602 6,863,304 

その他 1,265,793 1,407,760 

貸倒引当金 △361,865 △257,657 

投資その他の資産合計 8,281,219 8,251,151 

固定資産合計 23,078,105 22,930,893 

資産合計 25,869,545 25,323,657 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 4,665,643 4,451,000 

1年内返済予定の長期借入金 835,178 780,946 

未払金 421,580 636,708 

未払法人税等 55,135 350,015 

未払消費税等 29,413 132,274 

前受金 1,567,430 897,390 

賞与引当金 227,297 253,219 

役員賞与引当金 － 10,000 

その他 423,195 290,883 

流動負債合計 8,224,873 7,802,438 
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

長期借入金 2,031,709 1,849,425 

退職給付引当金 630,398 568,305 

役員退職慰労引当金 620,356 605,786 

資産除去債務 645,415 － 

その他 2,455,115 667,721 

固定負債合計 6,382,996 3,691,238 

負債合計 14,607,869 11,493,677 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,089,400 2,089,400 

資本剰余金 1,944,380 1,944,380 

利益剰余金 7,228,129 9,796,338 

自己株式 △79 △60 

株主資本合計 11,261,829 13,830,057 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △154 △77 

評価・換算差額等合計 △154 △77 

純資産合計 11,261,675 13,829,980 

負債純資産合計 25,869,545 25,323,657 
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 6,205,092 5,939,504 

売上原価 5,859,747 5,732,637 

売上総利益 345,344 206,867 

販売費及び一般管理費 699,631 614,008 

営業損失（△） △354,286 △407,140 

営業外収益   

受取利息 40,924 40,127 

受取配当金 － 77 

その他 22,782 16,381 

営業外収益合計 63,706 56,586 

営業外費用   

支払利息 90,582 91,013 

その他 3,095 727 

営業外費用合計 93,677 91,741 

経常損失（△） △384,256 △442,295 

特別利益   

保険解約返戻金 45,637 － 

特別利益合計 45,637 － 

特別損失   

固定資産除却損 53,238 3,351 

減損損失 － 1,987,605 

貸倒引当金繰入額 － 107,122 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 310,664 

特別損失合計 53,238 2,408,743 

税金等調整前四半期純損失（△） △391,857 △2,851,039 

法人税、住民税及び事業税 32,565 27,329 

法人税等調整額 △135,807 △390,678 

法人税等合計 △103,242 △363,349 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △2,487,690 

四半期純損失（△） △288,615 △2,487,690 
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

当連結グループは、学習塾・予備校として同一セグメントに属する小中学生・高校生・高卒生に対し

て教育サービスを提供しており、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

在外子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

海外売上高がないため、記載を省略しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会及び

経営会議が、経営資源の配分の決定及び業績評価をするために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

 当社は、本社に全社的な統括を行う管理本部を置き、各事業本部において企画等を立案するとともに事

業活動を展開しております。当社は学習指導を行うことを主たる業務として「小中学部」「高校部」「そ

の他の教育事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「小中学部」は小学２年生から中学３年生を対象とし、集団授業での学習・進学指導及び各講習会の実

施等による教育サービスの提供を行っております。「高校部」は高校１年生から３年生及び高卒生を対象

とし、集団授業での学習・進学指導及び各講習会の実施等による教育サービスの提供を行っております。

「その他の教育事業」は個別指導事業、映像動画教育コンテンツの販売事業等を行っております。 

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント

小中学部 高校部 その他の教育事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 4,469,963 1,314,009 155,532 5,939,504

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― 3,601 3,601

計 4,469,963 1,314,009 159,134 5,943,106

セグメント利益又は損失(△) 338,245 △ 178,856 △ 152,096 7,292
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３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

一部の校舎において国内経済の落ち込みにより売上高・収益が計画を下回っており、十分な生徒数の確

保が難しい状況となったため、今後の見通しを踏まえ、固定資産を回収可能額まで減額し、1,987,605千

円を減損損失として計上しております。 

 なお、セグメントごとの減損損失の計上額は、一部の校舎につき小中学部と高校部において共有してお

り、当第２四半期連結累計期間においては小中学部1,110,504千円、高校部877,100千円であります。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 7,292

セグメント間取引消去 3,941

のれんの償却額 △ 16,501

全社費用(注) △ 401,872

四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失(△) △ 407,140

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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(減損損失) 

当第２四半期連結累計期間において、以下の資産グループにおいて減損損失を計上しております。 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
当社は、校舎を単位としてグルーピングしております。国内経済の落ち込みにより売上高・収益が計画

を下回っており、十分な生徒数の確保が難しくなったため、上記資産グループの帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失(1,987,605千円)として特別損失に計上しております。 

 その内訳は、札幌本部校1,243,650千円(内、建物及び構築物9,445千円、工具、器具及び備品8,767千

円、リース資産減損勘定1,225,437千円)、岡崎本部校609,594千円(内、建物及び構築物10,456千円、工

具、器具及び備品2,773千円、リース資産18,088千円、リース資産減損勘定578,276千円)、白石本部校

134,360千円(内、建物及び構築物5,258千円、工具、器具及び備品1,119千円、リース資産減損勘定

127,981千円)であります。 

 なお、上記資産グループの回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュフローを

6.2％で割り引いて算定しております。 

  

  

(6) その他の注記事項

場所 用途 種類

札幌本部校(北海道札幌市北区) 校舎
建物及び構築物 
工具、器具及び備品 
リース資産減損勘定

岡崎本部校(愛知県岡崎市) 校舎

建物及び構築物 
工具、器具及び備品 
リース資産 
リース資産減損勘定

白石本部校(北海道札幌市白石区) 校舎
建物及び構築物 
工具、器具及び備品 
リース資産減損勘定
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